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「やさしい日本語×ラップ、３年後のいま」

東京都の取組から

文化施設にひろがる やさしい日本語

資料（抜粋版）



やさしい日本語 東京都の取組

やさしい日本語とは

 多様な人々が共生するこれからの社会に不可欠な考え方

 「言葉の壁」「制度の壁」「心の壁」を取り払い、多文化共生
を進めるツールとして、普及を進める

東京都つながり創生財団が人材育成や
普及啓発、調査等の取組を継続的に実施

東京都は、自治体や支援団体などを支援し、

様々な地域や分野における活用を後押ししていく

① つながり創生財団事業 ② “伝道師作戦”

・やさ日リーダー研修
・やさ日フォーラム
・ポイント動画・用語集
・活用事例集
・各種調査 など

様々な分野の要望に応じ、活用の現場を
支援するためにアウトリーチ研修を実施

重点分野
・地域福祉（社会福祉協議会など）
・教育（学校など）
・文化施設（美術館、博物館、劇場）

2019〜2023年に60ヶ所以上で研修実施

※ 令和5年度まで



○ ユニバーサルデザインの要請

○ 社会包摂とウェルビーイングの実現

社会の多様化が進む中で、社会的なバリアフリー＝「合理的配慮」の要請

美術館・博物館や劇場は様々なルーツの人々が多様な活動を行う場であり、人々

が生きがいを得るとともに、社会参画の窓口にもなる

国の文化芸術推進基本計画（抜粋）

性別、年齢、障害の有無や国籍等にかかわらず、誰もが⽂化芸術活動に参画し、⽂化

芸術の価値を享受できる環境を整備することが重要であり、そのための環境整備を推進

ひらかれた文化施設へ向けて

文化施設における「やさにち」の活用



各館に共通する指針

多言語対応やバリアフリー化促進など子供・若者・外国人・障害者・高齢者等、あ

らゆる環境に置かれている人を意識した環境整備を進める

東京都現代美術館

地域との連携を進めるなど誰もが美術に触れられる開かれた美術館を実現する

東京都美術館

子供や若者、外国人、障害者、高齢者等すべての人々が美術館と

関わりを持てるよう「アートへの入口」としての役割を更に高める

とともに、誰もが⽂化でつながるアート・コミュニティの形成を図

り、ウェルビーイングの実現など、様々な社会問題の解決に取り組む

東京都庭園美術館

地域との連携事業など芸術⽂化を通じた人々の交流の機会を創出

し、誰にでも開かれた美術館を目指す

都立文化施設の運営指針（抜粋）

文化施設における「やさにち」の活用



主催・講座名 対象 実施年度

東京都美術館・東京藝術大学
「とびらプロジェクト アクセス実践講座」

アート・コミュニケータ「とびラー」 2020、2022
2023、2024

東京都歴史文化財団
「多様性とウェルビーングを考える」

東京都歴史⽂化財団事務局職員、アーツカウンシル東
京職員、都立美術館・博物館・劇場職員

2022

多摩六都科学館
「やさしい日本語と博物館を学ぶ講座」

都内外の美術館・博物館等⽂化施設関係者
2020、2022

新宿文化センター
職員研修

新宿未来創造財団 ⽂化振興・学習課職員
新宿⽂化センター職員

2021、2022
2023

九州産業大学（文化庁） 九州・中国地方の美術館・博物館・水族館・図書館な
ど⽂化施設関係者

2020、2021
2022、2023

静岡文化芸術大学
「博物館情報・メディア論」

静岡⽂化芸術大学「博物館学」履修者
2022

神奈川芸術文化財団
職員研修

神奈川芸術⽂化財団職員
（神奈川県民ホール、KAAT神奈川芸術劇場 など）

2022

ちひろ美術館（ねりまフォーラム）
「ねりまフォーラム事業研修」

練馬区内 美術館・博物館・図書館職員
2022

日本ミュージアム・マネジメント学会関東支部
「ミュージアムの現場で使う『やさしい日本語』入門」

JMMAエデュケーター
（関東地方の美術館・博物館 学芸員等）

2022

練馬区文化振興協会
ホール・美術館・博物館職員向け研修

練馬区⽂化振興協会職員
（練馬区立美術館、練馬⽂化センター など）

2022

東京芸術劇場
ツアーガイド向け研修

東京芸術劇場 劇場ツアー等のガイドスタッフ
2022

文化施設関係者への研修実績（2023年まで）

文化施設における「やさにち」の活用



アートの
享受

展示・公演への
アクセス

施設・会場への
アクセス
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チラシ・HP・パンフレット等

ピクトグラムなど

解説（人・字幕・音声ガイド等）

広告・SNS・
サイン

プログラムの
作り込み・工夫

やさしい日本語

多言語対応

文化施設における言語アクセシビリティ

文化施設における「やさにち」の活用



コミュニケーション支援ボード

（愛知県芸術劇場）

文化施設における「やさにち」の活用

【事例】施設・会場へのアクセス

施設案内リーフレット

（東京都渋谷公園通りギャラリー）



【事例】施設・会場へのアクセス

文化施設における「やさにち」の活用

劇場ツアー やさしい日本語版

（東京芸術劇場）



文化施設における「やさにち」の活用

やさしい日本語落語

（桂かい枝 師匠）

【事例】展示・公演へのアクセス



古代ローマ皇帝
ネロに関する展示

文化施設における「やさにち」の活用

【事例】展示・公演へのアクセス

Plain English Guide

（大英博物館）



SoAyano

文化施設における「やさにち」の活用

【事例】さらに進んだアートの享受へ

Museum start あいうえの

（東京都美術館と上野の⽂化施設）

夏休みワークショップ

（九州国立博物館）



文化施設における「やさにち」の活用

文化施設での活用における課題

① スタッフ・関係者の知識・理解

② 外国ルーツの人々などへの周知

③ 「どこまで」やるか？

キャプション

展示解説

情報量少 情報量多

館内
ガイド

ワーク
ショップ

チラシ

国際交流協会やNPO、
日本語教室との連携



【例題】この作品を、来館者にやさしい日本語で説明してみましょう

作品名：真珠の耳飾りの少女

（別名：青いターバンの少女）

作者：ヨハネス・フェルメール

（ネーデルランド）

制作年：1665年 ※ 推定

モデル：不明

所蔵館：マウリッツハイス美術館（オランダ）

材質・技法：カンヴァスに油彩

寸法：44.5 cm × 39 cm

文化施設における「やさにち」の活用

「どこまで」やさしくするか？


